
89 農業経営者 2007年 5月号

将
来
的
に
、
1
戸
あ
た
り
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
作
付
け
面
積
の
拡
大
が
予
測
さ
れ
る

（
現
状
、
北
海
道
十
勝
地
区
の
平
均
は
約

10
ha
。
将
来
は
20
ha
以
上
に
な
る
と
見
ら

れ
て
い
る
）。
し
か
し
、
従
来
の
方
法
で

は
対
応
で
き
な
い
。
収
穫
期
間
が
限
ら
れ

る
た
め
、
現
状
の
シ
ス
テ
ム
の
倍
の
速
度

で
作
業
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を

解
決
し
う
る
方
法
の
ひ
と
つ
が
ソ
イ
ル
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
だ
。
同
シ

ス
テ
ム
の
第
一
の
目
的
は
圃
場
内
に
あ
る

有
害
な
石
礫
・
土
塊
を
除
去
す
る
こ
と
で

あ
る
。
石
礫
は
傷
や
打
撲
を
誘
発
し
、
大

量
の
土
塊
は
収
穫
ス
ピ
ー
ド
を
低
下
さ
せ

る
。
ま
た
、
硬
盤
層
に
よ
る
生
育
、
塊
茎

肥
大
の
障
害
を
解
決
す
る
点
で
も
注
目
さ

れ
る
。

現
在
の
国
内
に
お
け
る
導
入
台
数
は
26

台
。
ソ
イ
ル
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
は
、
1
9
9
7
年
の
英
国
ジ
ャ
ガ
イ

モ
協
会
の
展
示
会
で
紹
介
さ
れ
、
同
年

秋
に
英
国
メ
ー
カ
ー
よ
り
技
術
者
が
来

日
し
て
関
係
機
関
へ
の
説
明
と
導
入
の

た
め
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
、

98
年
〜
2
0
0
2
年
に
北
海
道
立
十
勝

農
業
試
験
場
が
中
心
と
な
っ
て
十
勝
管

内
で
実
証
試
験
を
実
施
。
さ
ら
に
、
05

年
よ
り
農
林
水
産
省
の
「
高
生
産
性
地

域
輪
作
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」
の
一
環

と
し
て
、
道
内
4
箇
所
で
実
証
試
験
を

実
施
。
日
本
型
ソ
イ
ル
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
実
証
試
験
が
07
年

度
で
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

当
社
で
国
産
機
械
の
開
発
を
進
め
て
い

る
が
、
英
国
圃
場
と
の
大
き
な
違
い
は
畦

幅
に
あ
る
。
英
国
の
90
cm
に
対
し
、
国
内

で
は
75
cm
以
下
が
主
流
だ
。
英
国
製
機
械

で
は
畦
の
形
成
が
十
分
で
な
い
場
合
が
あ

る
た
め
、
セ
パ
レ
ー
ト
し
た
土
壌
を
最
大

限
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
必
要

で
あ
る
。
実
証
試
験
結
果
で
は
、
種
イ
モ

が
全
粒
種
子
か
切
り
イ
モ
か
で
能
率
や
精

度
に
影
響
が
あ
っ
た
た
め
、
播
種
機
の
改

良
の
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
J
A
斜
里
に
お
い
て
昨
年
度
よ

り
加
工
用
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
の
実
証
試
験

を
行
な
っ
て
い
る
が
、
規
模
拡
大
・
品
質

向
上
と
コ
ス
ト
低
減
を
図
り
、
こ
れ
に
よ

り
収
穫
時
に
大
幅
な
省
人
化
を
達
成
し

た
。
さ
ら
に
そ
の
余
力
で
、
他
の
作
物
を

増
強
す
る
こ
と
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
以

上
の
事
例
は
他
の
農
協
に
も
当
て
は
ま
る

こ
と
と
考
え
、
当
社
と
し
て
も
さ
ら
な
る

普
及
に
努
め
た
い
。
ソ
イ
ル
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
今
後
予
想
さ
れ

る
経
営
規
模
拡
大
で
も
っ
と
も
求
め
ら
れ

る
シ
ス
テ
ム
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
現

状
で
は
シ
ス
テ
ム
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト

が
高
い
た
め
、
個
人
で
の
購
入
は
難
し
く
、

ま
ず
は
共
同
利
用
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
事
業

な
ど
で
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
。

大
幅
な
高
速
化
・
省
人
化
を
可
能
に
す
る

ソ
イ
ル
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
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北
海
道
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
秋
ま
き
小

麦
の
前
作
と
し
て
作
付
け
す
る
こ
と
が
多

く
、
熟
期
の
早
い
品
種
は
健
全
な
輪
作
体

系
確
立
と
い
う
意
味
で
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
現
在
、
早
生
食
用
品
種
の
代
表
は
男

爵
薯
。
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
、
日
本
の
食

文
化
に
欠
か
せ
な
い
食
材
だ
が
、
栽
培
上

は
多
く
の
問
題
を
抱
え
る
。
特
に
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ

ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
へ
の
抵
抗
性
を
持
た
な

い
点
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
早
生
食

用
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵

抗
性
の
品
種
が
要
望
さ
れ
て
き
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
1

9
7
2
年
に
北
海
道
真
狩
村
で
発
見
さ
れ

て
以
降
、
発
生
地
域
は
拡
大
を
続
け
て
い

る
。
こ
の
線
虫
が
圃
場
に
発
生
し
た
場
合
、

収
量
の
低
下
だ
け
で
な
く
、
植
物
防
疫
上

種
イ
モ
の
作
付
け
が
禁
止
さ
れ
る
な
ど
重

篤
な
被
害
を
も
た
ら
す
。
と
く
に
最
近
で

は
、
発
生
地
域
の
拡
大
に
よ
っ
て
種
イ
モ

の
生
産
地
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
北
海
道

の
畑
作
物
栽
培
に
お
い
て
輪
作
体
系
を
維

持
す
る
た
め
に
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

の
被
害
を
減
ら
す
方
法
は
い
く
つ
か
あ
る

が
、
も
っ
と
も
有
効
な
防
除
法
は
、
抵
抗

性
品
種
の
作
付
け
で
あ
る
。
北
海
道
の
農

業
試
験
研
究
機
関
で
は
抵
抗
性
品
種
の
開

発
に
力
を
注
ぎ
、
こ
れ
ま
で
に
早
生
食
用

品
種
と
し
て
は
、
「
キ
タ
ア
カ
リ
」
や

「
と
う
や
」
な
ど
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
品
種
は
男
爵
薯
よ
り
優
れ
た
農

業
特
性
を
有
し
、
一
定
の
成
功
を
収
め
て

市
場
で
も
定
番
商
品
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
肉
色
が
「
黄
」
で
一
般
的
な
「
白
」

で
な
い
こ
と
、
貯
蔵
性
が
劣
り
販
売
期
間

が
限
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
原
因
で
、
普
及

面
積
は
頭
打
ち
の
傾
向
に
あ
る
。

開
発
ス
タ
ー
ト
時
は
、
早
生
で
白
肉
色

の
抵
抗
性
品
種
は
開
発
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
（
現
在
は
北
見
農
業
試
験
場
育
成
の

「
ゆ
き
つ
ぶ
ら
」
が
あ
る
）
た
め
、
こ
の

よ
う
な
特
性
を
有
す
る
新
品
種
の
開
発
を

進
め
て
き
た
。「
H
P
01
」
は
男
爵
薯
並

の
早
生
で
あ
り
、
貯
蔵
性
も
同
等
。
ジ
ャ

ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
を
持

つ
ほ
か
、
収
量
性
に
優
れ
る
（
男
爵
薯
よ

り
も
2
割
程
度
の
多
収
）、
中
心
空
洞
の

発
生
率
が
低
い
、
食
味
が
良
い
（
滑
ら
か

な
食
感
）、
調
理
品
質
に
優
れ
る
（
男
爵

薯
の
よ
う
に
水
煮
黒
変
が
起
こ
ら
な
い
。

ま
た
、
煮
崩
れ
も
少
な
い
）
と
い
っ
た
特

徴
を
持
つ
。

な
お
、「
H
P
01
」
の
種
苗
増
殖
は
2

0
0
7
年
度
よ
り
開
始
予
定
で
、
一
般
栽

培
ま
で
は
あ
と
数
年
を
要
す
る
。
ホ
ク
レ

ン
農
業
総
合
研
究
所
で
は
、「
H
P
01
」

を
含
む
早
生
食
用
抵
抗
性
品
種
の
普
及
を

進
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
線
虫
密
度
の
低
減

や
、
発
生
地
域
の
拡
大
防
止
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
品
種
「
H
P
01
」

男
爵
薯
並
の
熟
期
・
貯
蔵
性
に
加
え
、
収
量
2
割
増
を
実
現

ホ
ク
レ
ン
農
業
総
合
研
究
所
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発
課
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ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
対

し
て
、
生
産
者
が
駆
除
に
利
用
で
き
る
選

択
肢
は
限
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
経
済

的
な
方
法
は
抵
抗
性
の
あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ

品
種
を
栽
培
す
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
抵

抗
性
品
種
の
市
場
性
が
必
ず
し
も
高
い
と

は
限
ら
ず
、
契
約
内
容
に
よ
っ
て
は
抵
抗

性
の
な
い
品
種
を
栽
培
せ
ざ
る
を
え
な
い

場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
線
虫
駆
除
剤
で
は

線
虫
密
度
が
大
幅
に
低
減
す
る
こ
と
は
な

く
、し
か
も
、環
境
保
護
の
観
点
か
ら
そ
の

影
響
も
無
視
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
線
虫
対
策

と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
で
開
発
さ
れ
た
の
が
、

「
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
」
と
い
う
対
策
緑
肥

で
あ
る
。
学
名
は
ソ
ラ
ヌ
ム
・
シ
シ
ン
ブ

リ
フ
ァ
リ
ア
ム
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
同
じ

ナ
ス
科
の
植
物
で
、
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
は
こ
の
植
物
の
根
か
ら
発
生
す
る
物

質
に
反
応
し
て
シ
ス
ト（
卵
）か
ら
孵
化

す
る
。
し
か
し
、
線
虫
は
根
か
ら
栄
養
分

を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
餓
死
す

る
。
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
抵
抗
性
品
種
と

同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

2
0
0
6
年
の
春
、
後
志
地
区
の
生
産

者
の
要
請
に
基
づ
き
、
こ
の
「
ロ
ケ
ッ
ト

リ
ー
フ
」
の
種
子
を
試
験
的
に
輸
入
し
て

検
証
試
験
を
実
施
し
た
。
試
験
成
績
は
左

の
と
お
り
。
抵
抗
性
品
種
並
み
の
低
減
効

果
が
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
、
ロ
ケ
ッ
ト
リ

ー
フ
を
栽
培
す
る
た
め
に
は
完
全
に
休
閑

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
経
済
的
に
は
不
利

だ
が
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
と

い
う
観
点
か
ら
、
特
に
線
虫
の
脅
威
に
直

面
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
利
用
・

普
及
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

日
本
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
倍
で
は
植
付
け

前
に
種
イ
モ
を
農
薬
溶
液
に
直
接
浸
し
て

消
毒
を
行
な
う
の
が
一
般
的
だ
。一
方
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
噴
霧
方
式
の
利
用
が
多

い
。
噴
霧
の
メ
リ
ッ
ト
は
農
薬
使
用
量
が

大
幅
に
低
下
す
る
こ
と
。オ
ラ
ン
ダ
の
例
で

は
十
分
の
一
以
下
に
低
下
し
た
と
い
う
。

噴
霧
粒
子
は
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど

効
果
的
だ
が
、
粒
子
が
小
さ
く
な
る
と
噴

射
ノ
ズ
ル
が
詰
ま
る
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
す

る
。
オ
ラ
ン
ダ
で
開
発
さ
れ
た
「
ミ
ニ
フ

ェ
ッ
ク
」
シ
ス
テ
ム
は
、
連
続
噴
射
で
は

な
く
脈
動
（
パ
ル
ス
）
噴
射
を
採
用
。
30

〜
50
ミ
ク
ロ
ン
と
い
う
微
粒
子
で
あ
り
な

が
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
は
極
め
て
少
な
い
。

㈲
T
O
M
T
E
N
で
は
、
㈱
高
瀬
製
作

所
と
協
力
し
て
国
産
の
「
ミ
ニ
フ
ェ
ッ
ク
」

シ
ス
テ
ム
を
開
発
。
そ
の
試
作
機
が
完
成

し
た
。
し
か
し
、
普
及
に
は
難
し
い
問
題

が
あ
る
。
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
種

子
消
毒
の
農
薬
の
種
類
が
大
き
く
異
な
る

の
だ
。
し
か
も
、
日
本
で
は
浸
漬
利
用
か
、

噴
霧
利
用
か
と
い
う
点
に
ま
で
規
制
の
網

が
か
か
っ
て
い
る
。
現
在
、
国
内
で
噴
霧

利
用
可
能
な
種
子
消
毒
農
薬
は
黒
あ
ざ
病

に
対
応
し
て
い
る
「
モ
ン
カ
ッ
ト
剤
」
だ

け
で
あ
る
。
そ
う
か
病
な
ど
他
の
病
害
を

対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
新
た
に
農
薬
の

登
録
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は

生
産
者
や
行
政
、
農
薬
会
社
へ
の
強
い
働

き
か
け
が
鍵
。
当
社
で
は
「
ミ
ニ
フ
ェ
ッ

ク
」
の
実
用
化
・
普
及
に
向
け
て
、
農
薬

の
適
用
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
生
産
者
に
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
緑
肥
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
フ
導
入

抵
抗
性
品
種
と
同
等
の
効
果
実
証

㈲
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
　
代
表
取
締
役
　
山
道
弘
敬

微
粒
子
噴
霧
式
消
毒
装
置
「
ミ
ニ
フ
ェ
ッ
ク
」

少
な
い
農
薬
量
で
効
果
的
な
消
毒
が
可
能

㈲
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Ｏ
Ｍ
Ｔ
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Ｎ
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善効果も期待できる。

オランダから導入されたミニフェックの国産第一
号機、種イモ消毒の様子。微粒子噴霧方式で農薬
使用量の大幅削減を実現。

1955年北海道生ま
れ。北海道大学卒
業。食品メーカー

などを経て、2004年にジャガイモ
専門のコンサルティング企業（有）
TOMTENを設立。ジャガイモの先
端技術の導入・普及を図っている。

問い合わせ
TEL：011-852-5541
URL：http://www.geocities.jp/gallerytomten/

やまみち　ひろたか

※数値は乾燥土壌1g中のシスト数 
　資料：後志農業改良普及センターの調べ 

　   処　理　区　分 

ロケットリーフ 

キタアカリ（抵抗性品種） 

男爵薯（非抵抗性品種） 

男爵薯 ＋ 薬剤処理 

4月 

97 

99 

99 

126

9月 

10 

3 

166 

58

低減率 

90% 

97% 

168% 

54%

表　「ロケットリーフ」のジャガイモシストセンチュウ
低減効果の確認試験結果
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ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
前
に
行
な
わ
れ
る

茎
葉
処
理
作
業
は
、
収
穫
を
行
な
い
や
す

く
し
た
り
、
収
穫
時
の
皮
剥
け
を
抑
え
る

た
め
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
表
皮
を
硬
く
す
る

と
い
っ
た
目
的
で
行
な
わ
れ
て
い
る
重
要

な
作
業
だ
。
ま
た
、
消
費
者
や
市
場
流
通

か
ら
は
、
薬
剤
に
頼
ら
ず
茎
葉
を
処
理
し

た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お

り
、
生
産
現
場
と
し
て
も
そ
う
し
た
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
生
産
方
法
の
導
入
を
図
る

必
要
性
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
、
茎

葉
引
抜
き
に
よ
る
収
穫
前
処
理
機
を
開
発

し
た
。

現
在
、
利
用
さ
れ
て
い
る
茎
葉
処
理
機

は
、
チ
ョ
ッ
パ
ー
と
呼
ば
れ
る
地
上
の
茎

葉
の
み
を
細
断
す
る
機
械
が
一
般
的
だ
。

こ
の
方
法
だ
と
、
地
下
の
根
ま
で
は
処
理

で
き
な
い
た
め
、
作
物
の
生
育
停
止
は
緩

や
か
。
茎
葉
処
理
の
効
果
と
し
て
不
十
分

に
な
っ
て
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
今
回
開
発
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
茎
葉

引
抜
き
機
は
、
地
下
の
根
ご
と
茎
葉
を
引

抜
い
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
特

徴
だ
。
引
抜
き
処
理
に
よ
っ
て
、
作
物
の

生
育
を
速
や
か
に
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
表
皮
硬
化
が
促
進
さ

れ
る
。
従
来
の
茎
葉
処
理
方
法
と
比
較
し

て
皮
剥
け
し
に
く
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
生
産

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
茎
葉

を
引
抜
く
と
と
も
に
同
時
に
細
断
を
行
な

う
構
造
も
備
え
て
い
る
。
引
抜
い
た
茎
葉

を
細
か
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
収

穫
時
の
妨
げ
に
な
ら
ず
に
作
業
能
率
の
向

上
も
図
れ
る
の
だ
。
そ
れ
か
ら
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
が
畝
か
ら
露
出
し
日
光
に
当
た
る

と
、
表
皮
が
緑
化
し
て
商
品
価
値
を
損
な

う
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
も
、
本

開
発
機
で
は
茎
葉
を
引
抜
く
と
き
に
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
を
畝
ご
と
押
え
て
露
出
し
な
い

よ
う
な
構
造
を
備
え
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
茎
葉
処
理
か
ら
短
い
期
間

で
収
穫
が
で
き
る
の
で
、
早
出
し
出
荷
に

有
利
で
あ
る
と
生
産
現
場
の
方
か
ら
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
開
発
機
を

利
用
し
て
茎
葉
処
理
を
行
な
っ
た
畑
の
収

穫
で
は
、
茎
葉
や
根
が
処
理
さ
れ
て
い
る

の
で
、
収
穫
機
の
コ
ン
ベ
ヤ
で
の
茎
葉
の

絡
ま
り
も
少
な
く
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
し

や
す
く
、
作
業
安
全
の
面
か
ら
も
良
い
と

評
価
さ
れ
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
茎
葉
引
抜
き
機
は
、
2
0

0
3
年
度
か
ら
農
機
メ
ー
カ
ー
と
の
共
同

研
究
で
開
発
を
進
め
て
き
た
。
現
場
の

様
々
な
畑
の
条
件
や
使
い
方
に
対
応
す
る

た
め
、
自
走
式
と
ト
ラ
ク
タ
装
着
式
の
2

タ
イ
プ
と
し
て
06
年
度
に
機
械
を
完
成
さ

せ
た
。そ
し
て
、07
年
中
に
実
用
化
を
予
定

し
て
い
る（
ク
ボ
タ
、マ
メ
ト
ラ
農
機
、松

山
の
3
社
が
開
発
機
の
金
型
使
用
契
約
を

行
な
い
、製
品
化
に
向
け
て
動
い
て
い
る
）。

茎
葉
引
き
抜
き
に
よ
る
収
穫
前
茎
葉
処
理
機
が
年
内
に
も
実
用
化

表
皮
硬
化
を
促
進
、
収
穫
作
業
の
能
率
ア
ッ
プ
も

(独)
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
　
生
物
系
特
定
産
業
技
術
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

園
芸
工
学
研
究
部
　
野
菜
収
穫
工
学
研
　
貝
沼
秀
夫

かいぬま　ひでお

1987年に新潟大学大学院農学研究科農業工学
専攻修士過程修了後、生物系特定産業技術研
究推進機構（現：生研センター）に。90年に
園芸工学研究部に配属、現在に至る。キャベ
ツ収穫作業の機械化、レタス収穫作業の機械
化、いも類の収穫機に関する研究などに従事
する。

問い合わせ
TEL：048-654-7000 
URL：http://brain.naro.affrc.go.jp/iam/

トラクタ装着式の茎葉引抜き機。茎葉の引起こし部、引抜き部、細断部から構
成される。作業能率は１時間当たり約50a。
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近
年
、
遺
伝
子
組
み
換
え
（
G
M
）
植

物
を
利
用
し
た
有
用
物
質
生
産
技
術
の
研

究
が
世
界
中
で
活
発
化
し
て
い
る
。
特
に
、

ヒ
ト
や
家
畜
を
対
象
と
し
た
医
薬
品
原
材

料
を
生
産
す
る
技
術
は
産
業
化
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
。

産
業
総
合
研
究
所
で
は
、
密
閉
型
の
G

M
植
物
工
場
を
開
発
し
た
。「
ク
リ
ー
ン

な
環
境
化
で
の
栽
培
」「
栽
培
条
件
の
完

全
人
工
制
御
」「
G
M
体
の
拡
散
防
止
対

策
」
な
ど
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
、
完
全
制

御
型
の
シ
ス
テ
ム
に
G
M
植
物
体
栽
培
に

必
要
な
シ
ス
テ
ム
を
融
合
さ
せ
た
完
全
密

閉
型
植
物
工
場
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
収

穫
物
を
原
材
料
と
し
て
医
薬
品
成
分
を
抽

出
・
精
製
す
る
た
め
の
製
剤
化
施
設
も
併

設
。
つ
ま
り
、
栽
培
か
ら
医
薬
品
成
分
精

製
ま
で
の
一
連
の
工
程
を
密
閉
さ
れ
た
同

一
施
設
内
で
完
了
す
る
こ
と
で
き
る
。

工
場
は
今
年
１
月
に
完
成
。
ま
ず
は
、

ニ
ワ
ト
リ
原
虫
の
ワ
ク
チ
ン
と
な
る
成
分

の
遺
伝
子
を
持
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ほ

か
、
イ
ネ
（
人
用
ワ
ク
チ
ン
成
分
）
・
イ

チ
ゴ
（
イ
ヌ
歯
周
病
医
薬
品
原
材
料
）
の

栽
培
試
験
を
予
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
植
物
体
の
栽
培
技
術
や
採

算
性
な
ど
が
実
証
さ
れ
れ
ば
、
企
業
に
と

っ
て
は
大
き
な
リ
ス
ク
回
避
を
し
な
が
ら

実
用
化
を
狙
え
る
。
ま
た
、
G
M
植
物
を

利
用
し
た
物
質
生
産
と
い
う
新
規
産
業
の

展
開
が
加
速
さ
れ
る
。
加
え
て
、
野
菜
工

場
の
シ
ス
テ
ム
開
発
の
促
進
に
も
つ
な
が

り
、
よ
り
高
性
能
、
低
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
化
も
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

植
物
寄
生
性
線
虫
の
中
に
は
農
業
上
重

要
な
種
が
多
数
あ
る
。
そ
れ
ら
を
防
除
す

る
た
め
、
近
年
、
抵
抗
性
品
種
や
対
抗
植

物
を
含
め
た
輪
作
な
ど
の
耕
種
的
防
除
法

が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
耕
種
的
防
除
法
は
、

有
効
な
線
虫
種
が
特
定
の
種
に
限
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
対
象
の
種
を
正
確
に

同
定
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
線
虫
類
の
分

類
・
同
定
の
基
本
は
形
態
観
察
に
お
か
れ

て
い
る
が
、
線
虫
は
微
少
・
軟
弱
で
、
標
本

作
製
・
形
態
計
測
等
に
か
な
り
の
経
験
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
遺
伝
子
情
報
を

用
い
た
線
虫
種
の
診
断
法
を
開
発
し
た
。

P
C
R
法
（
D
N
A
の
特
定
領
域
を
わ

ず
か
2
時
間
で
1
0
0
万
倍
に
も
増
や
せ

る
）
に
よ
り
、
体
長
0
・
5
㎜
に
も
満
た

な
い
微
少
な
線
虫
1
頭
か
ら
診
断
に
使
う

D
N
A
領
域
を
大
量
に
増
幅
。
そ
こ
へ
制

限
酵
素
を
使
用
し
、
遺
伝
子
配
列
の
違
い

か
ら
切
断
し
た
サ
イ
ズ
の
違
う
断
片
を
ふ

る
い
分
け
る
。
こ
こ
で
検
出
さ
れ
た
バ
ン

ド
サ
イ
ズ
で
線
虫
種
を
識
別
す
る
。
微
量

な
サ
ン
プ
ル
か
ら
迅
速
に
診
断
で
き
、
輸

入
検
疫
の
よ
う
な
少
数
の
線
虫
か
ら
診
断

が
必
要
な
場
面
で
も
使
用
可
能
だ
。

現
時
点
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ

ン
チ
ュ
ウ
を
中
心
に
近
縁
種
の
遺
伝
子
診

断
法
を
確
立
。
ま
だ
、
試
験
研
究
機
関
な

ど
で
使
用
し
て
い
る
段
階
で
は
あ
る
が
、

実
際
の
診
断
に
も
十
分
使
用
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
た
く
さ

ん
の
有
害
線
虫
を
簡
単
に
診
断
で
き
る
よ

う
な
技
術
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。

1961年北海道生まれ。ホクレン農
業協同組合連合会を経て2001年か
ら現職。植物分子生物学分野の研究
に従事する。現在は植物分子工学研
究グループ長を務める。

問い合わせ
TEL：011-857-8492
URL：http://unit.aist.go.jp/rigb/gfpmt/index.html

まつむら　たけし

ワ
ク
チ
ン
原
料
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
栽
培

完
全
密
閉
型
の
G
M
植
物
工
場
稼
動
へ

(独)
産
業
技
術
総
合
研
究
所
　
北
海
道
セ
ン
タ
ー
　
ゲ
ノ
ム
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
研
究
部
門
　
松
村
健

(独)
農
研
機
構

北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
　
北
海
道
畑
輪
作
研
究
チ
ー
ム
　
植
原
健
人

DNAのハサミのような役割（特定の遺
伝子配列を認識して切断する）の制限
酵素を使用し、遺伝子配列の違いから
切断。そこで検出されるバンドサイズ
で線虫種を識別することができる。
Alu ,Hinf は制限酵素名

植物を栽培する各部屋は、温湿度・CO2濃度・照
度・風速などを自動制御。植物種やその生育段階
に応じて最適な育成環境を構築する。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
の

近
縁
種
を
迅
速
に
識
別
す
る
、
新
診
断
法

1968年群馬県生ま
れ。東京農工大学
大学院農学研究科
修了。農学博士。

94年より北海道農業研究センター
（旧：北海道農業試験場）に勤務。
植物寄生性線虫の研究に従事する。

問い合わせ
TEL：011-857-9247

うえはら　たけと


